
政

令

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
切
替
日
に
お
け
る
最
高
の
号
俸
を
超
え
る
俸
給
月
額
の
切
替
え
）

第
二
条

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
切
替
日
」
と
い
う
。）の
前
日
に
お
い
て
防
衛
省
の
職

員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
五
条
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
月
額
を
受

け
て
い
た
職
員
の
切
替
日
に
お
け
る
俸
給
月
額
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
。

（
給
与
の
内
払
）

第
三
条

新
法
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
支

給
さ
れ
た
給
与
（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百

三
十
五
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
六
年
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給

さ
れ
た
俸
給
を
含
む
。）は
、
新
法
の
規
定
に
よ
る
給
与
（
平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
俸
給

を
含
む
。）の
内
払
と
み
な
す
。

第
二
十
条
の
三
中
「
第
三
十
三
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
三
第
三
項
」に
改
め
、同
条
第
十
二
号
中「（
平

成
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
五
号
）」を
削
り
、
第
三
章
中
同
条
を
第
二
十
条
の
四
と
す
る
。

第
二
十
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
廃
棄
事
業
者
に
廃
棄
を
委
託
し
た
放
射
性
同
位
元
素
等
を
核
燃
料
物
質
等
と
み
な
し
て
適
用
す
る
法
令
）

第
二
十
条
の
三

法
第
三
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
法
令
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）

二

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

（
平
成
三
十
年
四
月
一
日
に
お
け
る
号
俸
の
調
整
）

第
四
条

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
七
十
七
号
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
一
般
職
給
与
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一

日
に
お
い
て
三
十
七
歳
に
満
た
な
い
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
職
務
の
級
に
」

と
あ
る
の
は
「
職
務
の
級
又
は
階
級
（
当
該
階
級
が
陸
将
、
海
将
又
は
空
将
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
防
衛
省
の
職

員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
別
表
第
二
の
陸
将
補
、
海
将
補
及
び
空
将

補
の

欄
を
い
い
、
当
該
階
級
が
一
等
陸
佐
、
一
等
海
佐
又
は
一
等
空
佐
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
表
の
一
等
陸

佐
、
一
等
海
佐
及
び
一
等
空
佐
の

欄
、

欄
又
は

欄
を
い
う
。）に
」
と
、「
受
け
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
受
け

る
も
の
、
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
自
衛
官
」
と
、「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第

八
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
六
項
」
と
、「
人
事
院
規
則
」
と
あ
る
の
は
「
政
令
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
に
お
い
て
三
十
七
歳
に
満
た
な
い
医
師
又
は
歯
科
医
師
で

あ
る
自
衛
官
で
あ
っ
て
法
第
五
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
の
同
日
に
お
け
る
俸
給
月
額

が
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
別
表
第
八
イ
の
適
用
を
受
け
る

国
家
公
務
員
が
受
け
る
俸
給
月
額
と
の
均
衡
を
失
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
日
に
お
け
る
当
該
俸
給
月
額
に

同
表
の
適
用
を
受
け
る
国
家
公
務
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
額
を
加
え
た
額
を
そ
の
者
の
俸
給
月
額

と
す
る
。

３

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
職
給

与
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、「
と
す
る
も
の
と

し
、
そ
の
者
の
俸
給
月
額
は
、
当
該
号
俸
に
応
じ
た
額
に
、
そ
の
者
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
を
自
衛

隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
を
占
め

る
職
員
及
び
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常

の
勤
務
時
間
と
し
て
防
衛
省
令
で
定
め
る
も
の
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
」
と
す
る
。

４

前
項
の
規
定
は
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
及
び
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十

三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

防
衛
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
五
号

原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
十
五
号
）附
則
第
一
条
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、平
成
三
十
年
四
月
一
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

環
境
大
臣

中
川

雅
治

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
六
号

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
十
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
放
射

性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
八
条
第

七
項
及
び
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
五
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
条
の
三
」
を
「
第
二
十
条
の
四
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
第
二
十
条
の
三
第
一
号
」
を
「
第
二
十
条
の
三
第
二
号
及
び
第
二
十
条
の
四
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
二
中
「
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
三
条
の
二
ま
で
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
か
ら
第
三
十
三
条
の
三
ま

で
」
に
、「
別
表
第
六
か
ら
別
表
第
八
ま
で
」
を
「
別
表
第
三
か
ら
別
表
第
五
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
、
第

三
十
二
条
及
び
第
三
十
三
条
」
を
「
及
び
第
三
十
一
条
の
二
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
」
に
改
め
る
。


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